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150万   

12，〔X：X：）   

壇   
平成7年度から事業を拡大  

平成17年度から全戸訪問  

新生児訪問指導  

嘱託保陛師・助産師69名   

司  

ト   
市報等で公募   

○ミ     に    のリーフレットを挿入  

○新聞・広幸院志等で周知   

乙り扱  ○保健師・助産師の守秘義務により個人l青眼保護は担保されている。   

司憲  ○妊娠届の際に事業の説明を行し＼出生後電話連結にて訪問の同意と日程調整を行う。   

】   生後2か月まで  

○訪問時はなレ  

○妊娠届の際に配布したR申戸つ子すくすくハンドブック」に基づき情報提供   

○地区担当保健師が実施要綱及び市か当乍成した「子育て支援マニュアノ山IO琶ってオリ  

工ンテーションを実施  

O「子育て支援マニュアノ山の主な構成は以下のとおり  

・保健分野こおける子育て支援・児童薗、 ′  と予防  

・各母子保健事業における観察ポイント※及び昌意点  

刊多  
○訪問の際は」値人白粥当実に基づ＜指導ではなく、市作成の「すくすくハンドブック」  

にさ合うた説明をすることや、守秘義務、訪問時のあいさつ、感染防止対策等の僅憲点  

について説明  

○常勤保健師の家庭訪問への同行を必ず実施  

01～2力＼月に一度連絡会を開催、事例報告や情報交換等を実施  

○子どもと家族に関する様々なテーマ（例：「発達障害」、「虐待予防」等）で年に1  

回から数回研修会を実施，   

手帳交付時に配布した「神戸っ子すくすくハンドブック」に沿って行う。  

○母親の妊娠時の1税吏丑辰睨主及び既剋瓦出産の経過防び舵兄を質問し人必要な肋  

言・指導を行う。  

モ ＝l  

○児について、身長、体重、胸囲、頭囲の計測を行うとともに、発育・発達㈹見栄責、  

育児状況∴生酒状兄を質問し必要な肪言・指導を行う。  

○母の職業や家脱矧系等について質問し、必要な助言・指導を行う。  

○そ他観察ポイント（リスクアセスメントの項参照）を念頭に置いて母親の悩みや  

不安等について耳を傾け、必要な妨言・指導を行う。   

保健福祉局子育て支援吉β母瀾系   

24  －17－   



千葉県習志野市  

人口孫9   ．  15aOぴ：）   

出生数（約）   1，3（二X）   

事業開始年度   8訝□44年度   

目的   
乳児の全戸訪問を行し＼保護者の育児不安を軽減し保健師による支援が必要な状況を  

‡巴屋することで早期に継続した支援を実施できるようにする。   

訪問者   母子保健推進員30名   

訪問時期   生後2か月   

事業の周知   
母子健康手帳交付時に常勤†稚市が妊婦と面接し出産後、母子保健推進員による家庭  

訪問を実施していることを説明している。   

○母    交付矧こ常勤助産師が妊婦本人に母子保健推進員による家庭訪問を実  

施していることを説明し人承諾を得ている。  

○出生届の凰再要事菓の実施を説明u三上で、「母子保健推進員訪問カード」の表面  

に父母本人が氏名、住所、電喜敵対象児の生年月日、名前、出生匪急性別、出  

阻人願艮の取り扱                  生J凰里帰り出産を戯功帯昌予定日、自宅までの地図を記入している。   

いと訪問の同意  ○上記閻呆健推進員訪問カード」を閲建センターで集約し保健師が各地勅母子  

保健推進員に手渡し人母子保健推進員は訪問終了後、訪問糸課を同カードに記録し、  

保健師に報告する際に提出している。○母子保健推進員lよ言節男膿市が発行した  

顔写真入りの身分言正を菖から下げ、市から委属を受けている蓄、本人であることを示  

している。   

言茄日吉の  
○市町が委嘱」公募はしておらず、任期を終える毒力平射王を推薦する。  

1」クルート  
030～70歳の子育て稽験のある女性で構成されている。  

○任期は3年、任期更新し70歳まで続ける場合が多い。   

訪問者の研修   
○地区担当保健師がオリエンテーションを実施  

○常勤保健師とa司で年に数回事例検討や講師を招いての講演等開催   

提供悼辞臥  
「すこやか習志野っ子」（市で作成した子育て支援に関する情幸紛  

（予防接種受診票、相談・健診・教室の案内、発達と発育のポイント、離乳箆の但ぬ缶  
グッズ  

あからやんの歯のお吉急児童手当の案内等）   

○市で作成しノこいる「すこやか習志野っ子一習志里弼王子育てファイノ山を持参し人市の  

子育て支援事業の紹介や乳児憧診 予防接種の受診勧奨等を行う。  

○訪問時に「母子保健推進員訪問カード㈱烹）」を持参し人母規の生活状況  

訪問内容  
や子どもの様子、支援の状況等を項目に沿って、母親に質問しながら、母批喋斥えに  

耳を傾け、適宜アドバイスする。  

○訪問時問は30分～18蔀薪呈度）  

○母乳のトラフソし等専門矢庄哉を要する質問について【よ保健師に相談するよう伝え、直  

接回答しないよう留意じている。   
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○母前閑建推進員は、訪問糸課について「母子保健推進員訪問カード」lこ記録し地区  

乃  担当保健撒こ直接提出するとともに、口頭でも報告する。  

め  ○地区担当保健師は、母子保健推進員からの報告により紬続支援が必要と判断した家庭  

については、後日電話連絡や郭壷方問を実施し継糸売支援を行う。   

▲ こ   地区担当保健師による家庭訪問等  

l＝   

26  ー19－   



埼玉県鶴ヶ島市  

人口（約）   70，（Xに）   

出生数イ約）   7（X）   

事業開始年度   平成18年度   

家庭に過重な負担がかかる前の段階において、訪問による育児・家事瑚裏媒 実施す  

ることにより、当該家庭における安定した子どもの毒舌を可能とすること等を目的とす  

る。  

目的  広＜子育てに関する情幸鮎禦し人 望婆韮家王となることを予防する。主に保健センター  

の実施する第1子訪問lよ母栗醐憩劃犬態、育児伏見健診受言刻尤兄堀田屋及び育児不  

安への相談や助言をすることで母規の育児不安の軽減を図る。また、乳児のよりよい発  

育発達の支援を目的とする。   

訪問者   
第1子母子保健推進員2名、保健師  

第2子以β劉蕎毛職員4名（心理士、保育士有資格者）   

訪問者の   第1子については、既存の新生児訪問。第2子以降についてlよ既存の事業を見直し人   

リクルート   子育てセンター嘱託員と育児・㍍家庭訪問員を本事業に登用   

事業の周知   箋1子については、広幸肋‡込馴丑辰届出時に周知している   

阻人情報の取り扱  第1子についてlよ電話番雪が分かる人にlよ事前に電話をして訪問の司意を得ている。   

いと訪問の同意  第2子以降Iよ予め訪問予定の世帯に文書を送付じている。   

第1子生後4力＼月まで  
訪問時期  

第2子以降、生後4か月まで   

第1子訪問でIよ乳児相談や育児相談の案内、こど   よど冊子、児童館などの案  

提供l葡臥  内を配観   

グッズ   第2子以降の訪問では「子育て支援ガイド」、児童浪子育てセンターなど瑚群蔀氏を  

配布   

○母菓軒）随劃犬態、育児舵兄健診受診状況の柁拒及び育児不安への相喜則）助言  

○児の発育・発達l尤兄の観察等  

訪問内容  ○相談事業の紹の  

○子育てに関する情報（相談窓口、児童館・公敵子育てサークル保育など）の情  

幸醍2供   

継続支王墓   保健師による個別支援   

里帰り出産等への  第1子訪問においては、里帰り出産、長期入院の毎期陽気不在票を置き、希望者は里   

対応   帰り先の市区町村への訪問依頼や長期入院は退院後に連絡をもらい文弧   

担当課   健康福祉部こども支援象保健センター   
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埼玉県蓮田市  

q   64，（：X：X〕   

540   

：度   昭和32年から実施  

地域の母子保健の向上を図ることを目的としている。  

愛育勤王員150名  

（母子保健推進員の委嘱を受けている）   

紅  子育て中の母親を中心に、地区ごとに愛育班員（役員）を選出しノている。多＜は1年交  

卜  代である。   

団   妊娠届出時および乳幼児健診等   

5  

の  

出生後間もなくから3か月頃  
執  

（5、7、9、11、2月を訪問実施月としている。）  

赤らやん（冊子）、愛育会紹介資料、愛育会行事案内等   

年度当初に地区担当保健師が地区ごとに研修会を実施し訪問についての異体白堀親日  

酎  

その他に年数回、地区ごとに研修会を実施している。   

妊娠中から満1歳になるまで、声かl潮間を実施じている。子育て経験を踏まえて、地  
マ  
】  域の母子保健事業や子育てに関する情報等を矧言じている。また、愛育会の行事案内も  

回覧し参加を促しノこいる。   

母子㈲建推進員の訪問から、継続支ヨ塞が必要と掴屋されたケースについてlよ地区担当  
▲  
乙  保健師が対応している∴妊娠届出時の情報力＼ら、ハイリスクと思われるケースについて  

lよ地区担当保健師が個別対応じている⊃   

等  

担当保健師が対応している。  

妊娠中に3回、出生後2回同詠窃方問を実施  

健康増進課母引系   

訪問壱  

リクルー  

個人情報のヨ  

いと訪問  

訪問時  

提供簡甑   

グッズ  

訪問者の  

訪問内妻  

継続ヨ誘  

里帰り出産  

対応  

ー2卜   28  



群馬県藤岡市  

人口孫勺）   71，00  

出生数（約）   560   

事業開始年度   平成9年度   

目的   妻矧試7〕不安を解消するため   

常勤保健師・嘱託助産師  

言茄ヨ者  健康推進員（154名）  

（任期2年）   

訪問者の   保健師＝職員、助産師∃儒た   

リクルート   健康推進員＝概ね65歳以下で区親市長委嘱   

事業の周知   市HP、子育で情報誌に掲載   

訪問の際のアンケートはプライバシー保護のため、本人に回収用封筒に入れてもらい回  

匡L人情報の取り扱     収、出生連結票ハカキについてはプライバシー保護シーノL成使い方を説明。訪問の同意   

いと訪問の同意  については妃朝雨許封旨導の時に同意を得る。健康推進員についてIよ最批D石刑宴会で個  

人情幸隊7）取扱について徹底させ、活動で知り得た情報も漏らさなしⅥ薫に指導している。   

新生児期  
訪問時期  

その他、出産予定月の3力＼月前、   

提供情幸臥  
母乳育児、タバコの害についてのパンフレット   

グッズ  

言茄馴刑萎  委嘱後、すぐに全体研l摩実施   

市より委嘱された健康推進員により母実射）悩みや育児不安を早期に発見、対応できるよ  

訪問内容  う妊娠中と出産後計2回書風妊産婦の不安や悩み、家族に関するアンケートを配布・  

回収し3か月児薩診の受診勧奨も行う。   

継続支援   健康推進員の訪問のl育報を活用し保健師・助産師が継続訪問を実施⊃   

里帰り出産等への   

対応   
里帰り出産についても、他市町村と連絡をとりながら家庭訪問を実施している。   

子ども課では流産、死産について把握できないため、訪問して社蛇）てわかる場合がある。  

そのような事例があった場a以下のように対応するよう研修や訪問の手引き等で周知  

流産・死産等への        している。   

配慮   帽王娠届の段階で連絡を受けているため、‡巴屋しておら‾灸申し訳ありませんでした」  

と話し人おかあさんが納得されない場合やトラブルになりそうな場合は子ども諜に連絡  

する。   

担当課   子ども課   

29   ー22・－  



≡重県いなべ市  

人口（約：I   45，500   

出生数（約）   4∞   

事業開始年度   
平成15年度  

（町不描翔気合併前から一部町村で実施していたものを継承）   

産後の早期にミ   、育成及び育児琵歯の舵兄を把握し人健康問題を有するケース  

目的  に対U専P顎毒的囁切な指導助言を行う。また、閉じこもり等母子の孤立化及び育児不安  

等により発生する児童虐待を予防する。   

訪問者   常勤保健師   

訪問者の  

リクルート  

事業の周矢口   妊娠届、出生届の際に説明   

臥l育報の取り扱   訪問者は常勤保健師のみで守秘義務があること。妊娠届、出生届の隙こ同意を得ている。   
いと訪問の同意  

訪問時期   生後2′～3月1回   

○子育て支‡宴センターの機関誌  

提供情幸臥  ○子育てマップ   

グッズ   ○ブックスタート    チラシ  

○出生届の際こ予防接種」乳児僧形受診票イ訪問時に内容説明と受診勧奨を夷施）   

訪問者の研修  

・健康票に基づくミ   ・育成状況の‡田屋  

・市の子育て支援施策の説明と参力［髄I奨  

・予防接種他母御親日と受診勧奨（以上、全対象者）  

訪問内容  
・母親の質問票、EPDS及び子どもへの気侍ら質問票を用いた母親のメンタ）LjE50B巴  

握（平成18年10月より開始）  

・健康・発育・育児環境に問題を有するケースに対する肪書‡旨導  

また、虐待の1要因として言琵哉しつつ後回しになっていた母親のメンタル面の支援  

を、医師会及び県保健所の協力の下、平成18年10月より追加いたしまし尼   

○保健師（必要な場合は栄義士）が継続じて言方問  

継続支援  ○状態が改善されたり軽度であって本人が出向ける場合lよ育児相談  

や子育て支援センター事業への蓼〕口時に経過を観察   

－23－   30  



○生後6か月時の「ブックスタート事業」に参加しなかった家庭に子育て支援センター  

その他  
職員が本のプレゼントを持参して訪問  

01歳を迎えた幼児を対象に「1歳おめでとう訪問事業」を艶言古念品の色紙に子ど  

もの手形と足形をとり祝う。   

担当課   福祉部隠棄喘笠果   

－24－   




